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10 月 1 日の正式内定日から 2 カ月が経過し、学生の内定状況はどのように変化しただろうか。

12 月 1 日現在の日経就職ナビ・学生モニターの就職活動状況について調査を行ったところ、内定

率は 9 割を超えたことがわかった。また今回は、中小企業へのアプローチにフォーカスし、選考試

験応募状況や認知経路、応募理由などについても調査結果を紹介したい。 

 
 

    １．１．１．１．11112222 月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況    

  ○内定率は 91.6％。前回調査（10 月 1 日調査）より 4.6 ポイント増 

  ○内定者のうち、就職先を決定し活動を終了したのは 94.5％ 

  ○モニター全体を分母にすると、就職先決定者は 86.6％ 

 

２．２．２．２．就職先が決まっていない学生の今後の予定就職先が決まっていない学生の今後の予定就職先が決まっていない学生の今後の予定就職先が決まっていない学生の今後の予定 

  ○「就職先が決まるまで就職活動を続ける」59.6％ 

  ○文系女子は就活継続が 75.6％、理系男子は大学院進学が 40.5％。属性で傾向異なる 

 

３．３．３．３．就職活動継続者の状況と企業探し就職活動継続者の状況と企業探し就職活動継続者の状況と企業探し就職活動継続者の状況と企業探し 

  ○選考中企業 1.5 社、これから受験予定 1.8 社。持ち駒企業は平均 3.3 社 

○今後の方針、「新たな企業を探しながら幅広く」48.4％ 

○新たな企業を探す手段、「就職情報サイト」が 74.1％で最多。 

 「新卒紹介サービス」が 37.9％で、10 月調査（23.0％）より大幅に増加 

 

４４４４．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況 

○中小企業を受けた学生は 60.2％。前年より 2.8 ポイント減少 

○知ったキッカケは、「就職情報サイト」73.2％、「合同企業説明会」37.7％の順 

 

５．５．５．５．中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由、、、、受けなかった理由受けなかった理由受けなかった理由受けなかった理由 

○中小企業の選考を受けた理由、「早い時期に選考が始まる」が急増 

○受けなかった理由、「給与・待遇」「安定性」「福利厚生」への不安がトップ 3 に 

 
 
 

《調査概要》 

 調 査 対 象       ： 2016 年 3 月卒業予定の全国の大学 4 年生（理系は大学院修士課程 2年生含む） 

 回 答 数       ： 1,361 人（文系男子 420 人、文系女子 388 人、理系男子 368 人、理系女子 185 人） 

 調 査 方 法       ： インターネット調査法 

 調 査 期 間       ： 2015 年 12 月 1 日～8 日 

 サンプリング ： 日経就職ナビ 2016 就職活動モニター 

2016201620162016 年度年度年度年度    日経就職ナビ日経就職ナビ日経就職ナビ日経就職ナビ    就職活動モニター調査結果（就職活動モニター調査結果（就職活動モニター調査結果（就職活動モニター調査結果（2015201520152015 年年年年 12121212 月発行）月発行）月発行）月発行） 

            １１１１２２２２月１日時点月１日時点月１日時点月１日時点のののの就職活動就職活動就職活動就職活動調査調査調査調査 2012012012016666 年度年度年度年度    

Vol.Vol.Vol.Vol.11112222 

◆本資料に関するお問い合わせ先 ： 03-4316-5505／株式会社ディスコ キャリアリサーチ 

「日経就職ナビ 就職活動モニター調査」は、株式会社日経ＨＲと株式会社ディスコが大学生の就職活動状況を調査することを目的として実施しています。 

日経就職ナビは日本経済新聞社が主管し、株式会社日経ＨＲが企画・管理を担当し、株式会社ディスコが運営事務局を務めています。 
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１．１．１．１．11112222 月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況月１日現在の内定状況    

12 月 1 日現在の学生モニター全体の内定率は 91.6％。前回調査（10 月 1 日時点）では 87.0％

だったので、この 2 カ月間の伸びは 4.6 ポイント。当調査で 12 月の内定率を調査したのは初めて

であり、前年同時期比較はできないが、9 割強というのはかなり高い水準と言ってよいのではな

いだろうか。今年はスケジュールが大きく繰り下がったことで、内定率は前年同月を下回る値で

推移してきたが、10 月調査で前年の水準に追いつき、その後も順調に伸びていることがわかる。 

内定取得学生のうち就職先を決定して活動を終了したのは 94.5％。10 月調査では 90.4％だっ

たので 4 ポイント余り上昇した。文理男女での大きな差は見られず、いずれも 9 割を超えている。

なお、モニター全体を分母にとると、本調査時点での就職先決定者の割合は 86.6％となる。 

  

 

 

  

※（  ）内は 2014 年の同調査での 10 月 1 日現在の数値 

１２月１日現在の内定の状況 ＊「内定」には、内々定を含む 
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5月1日現在（％）
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全体 文系男子 文系女子 理系男子 理系女子

91.6 90.0 91.5 91.8 94.6
(87.6) (84.1) (89.0) (87.5) (93.3)

8.4 10.0 8.5 8.2 5.4
(12.4) (15.9) (11.0) (12.5) (6.7)
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就職先を決定し活動終了

終了したが複数内定保持

進学などの理由で活動を中止

就職活動継続

（社）

全体 文系男子 文系女子 理系男子 理系女子

2.4 2.6 2.4 2.2 2.3
(2.0) (2.2) (2.0) (1.9) (1.9)

内定社数／平均
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２．２．２．２．就職先が決まっていない学生就職先が決まっていない学生就職先が決まっていない学生就職先が決まっていない学生の今後の予定の今後の予定の今後の予定の今後の予定    

 12 月 1 日現在で就職先が決まっていない学生（モニター全体の 11.4％）に、今後の予定を尋ね

た。「就職先が決まるまで就職活動を続ける」が最も多く、約 6 割を占める（59.6％）。前年、前々

年は 10 月調査の数字であるが、それよりも就活継続学生の割合は高い。今年は選考解禁が例年よ

り 4 カ月遅かったこと、そして企業の採用意欲が高く追加募集などで採用活動を続ける企業が多

いことなどから、就職活動を続ける学生が増えているのだと思われる。 

 ただ、就職先未決定者の今後の進路は文理や男女で大きな差があり（下表）、文系女子は「就職

先が決まるまで就職活動を続ける」が多く（75.6％）、理系男子は「大学院に進学する」が多い

（40.5％）。また、「留年して就職活動をやり直す（就職留年を決めた）」は、女子に該当者はいな

いが、男子は文理それぞれ 1 割程度見られる（文系男子 10.2％、理系男子 10.8％）。 

 

 

  

内定有り<活動終了>

86.6%

（80.5）

内定有り

<複数内定保持>

0.6%

（2.1）

内定有り<活動中止>

1.4%

（0.7）

内定有り<活動継続>

3.0%

（4.2）

内定なし

8.4%

（12.4）

学生モニターの内定の有無および活動状況

※（ ）内は2014年の同調査での10月1日現在の数値
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

2014年卒者

2015年卒者

2016年卒者

就職先が決まっていない学生の今後の予定

就職先が決まるまで就職活動を続ける 留年して就職活動をやり直す（就職留年を決めた）
卒業して就職活動をやり直す（就職浪人を決めた） 大学院に進学する（修士／博士課程）
専門学校に入学する 海外に留学する
卒業して非正規雇用で働く（派遣、アルバイトなど） その他

（12月調査）

（10月調査）

（10月調査）

（％）

文系男子 文系女子 理系男子 理系女子

就職先が決まるまで就職活動を続ける 61.0 75.6 40.5 53.3

留年して就職活動をやり直す（就職留年を決めた） 10.2 0.0 10.8 0.0

卒業して就職活動をやり直す（就職浪人を決めた） 3.4 2.2 2.7 13.3

大学院に進学する（修士／博士課程） 8.5 6.7 40.5 13.3

専門学校に入学する 0.0 2.2 0.0 6.7

海外に留学する 3.4 0.0 0.0 0.0

卒業して非正規雇用で働く（派遣、アルバイトなど） 1.7 4.4 2.7 6.7

その他 11.9 8.9 2.7 6.7
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３．３．３．３．就職活動継続者の状況就職活動継続者の状況就職活動継続者の状況就職活動継続者の状況と企業探しと企業探しと企業探しと企業探し 

就職活動を継続している学生の、現在選考中の企業数は 1.5 社で、これから受験する予定の企

業数は 1.8 社。いわゆる「持ち駒企業」はあわせて 3.3 社。月を追うごとに減少しており、12 月

ともなるとかなり限られてきているのが実状だ。 

今後の就職活動の方針・戦略については、「新たな企業を探しながら、幅広く持ち駒を広げてい

く」と回答した層が 48.4％に上り、半数弱がまだまだ広げていくというスタンスだ。 

そこで、新たな企業を探す手段を尋ね、10 月調査の結果と比較してみた。「就職情報サイト」

が最多である点は変わらないが、80.2％から 74.1％へとポイントを下げた一方で、「新卒紹介サ

ービス」が 23.0％から 37.9％へと大幅に増加しているのが目立つ。就職戦線も後半戦となり、マ

ッチングのしやすさや、効率を重視した探し方へと変化してきているようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持ち駒企業の社数 

（社）

全体 （今年10月）（今年9月） 文系男子 文系女子 理系男子 理系女子

現在選考中の企業数／平均 1.5 1.7 2.1 1.8 1.3 1.6 1.1

これから受験予定の企業数／平均 1.8 2.4 2.3 1.5 1.6 3.1 1.3

21.3

34.6

47.6

48.4

20.9

25.8
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41.1
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今年8月

今年9月

今年10月

今年12月

今後の就職活動の方針・戦略

新たな企業を探しながら、幅広く持ち駒を広げていく これまで興味をもった企業（エントリーした企業）を中心に活動する

現在選考が進んでいる企業に絞って活動する 志望度の高い企業のみに絞って活動する

3.2

16.7

30.2

24.6

23.0

34.1

80.2

3.4

19.0

29.3

32.8

37.9

37.9

74.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

その他

学内セミナー

合同企業説明会

ハローワーク、ジョブカフェなどの

公的機関

新卒紹介サービス

大学の求人票（WEB配信も含む）

就職情報サイト

新たな企業を探す手段

今年12月

今年10月

（％）



2016 年度 日経就職ナビ 学生モニター調査結果（2015 年 12 月発行） 

株式会社ディスコ 

キャリアリサーチ 

 5 

４４４４．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況．中小企業への選考応募状況    

 従業員 300 人未満の中小企業の選考について尋ねたところ、「中小企業の面接試験を受けた」は

60.2％で、前年調査（63.0％）より 2.8 ポイント減少した。面接試験の受験社数は 3.4 社で、全

面接受験社数（10.8 社）に占める中小企業の割合は 31.5％。前年の割合（30.0％）とあまり変化

は見られない。今年は 8 月の大手企業の選考前に、滑り止め感覚で選考の早い中小企業を受ける

学生が増えたと言われたが、売り手市場の影響もあってか中小企業の受験割合や社数には表れて

いなかった。 

受験した中小企業をどのように知ったのかを尋ねると、「就職情報サイト」が 73.2％で圧倒的

に多い結果となった。以下、「合同企業説明会」37.7％、「学内企業説明会」28.4％、「新卒紹介サ

ービス」13.7％と続く。「就職活動以前から知っていた」との回答は約 1 割（10.8％）にとどまり、

就職活動を始めてから知ったケースが大半だ。 

 

65.4

63.0

60.2

34.6
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39.8

0.0% 50.0% 100.0%
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2015年卒者
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中小企業の面接試験受験の有無

中小企業の面接試験を受けた

中小企業の面接試験を受けていない

13.1 13.0
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4.2 3.9
3.4
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2014年卒者 2015年卒者 2016年卒者

面接試験受験社数

面接試験の受験社数 うち中小企業の受験社数（社）

0.9
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13.7

28.4

37.7
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

その他

ＳＮＳ（Facebook、twitterなど）

家族

教授、指導教官

友人

新聞／ビジネス雑誌

先輩、ＯＢ・ＯＧ

インターンシップ

ダイレクトメール（Ｅメール、郵便物）

就職課・キャリアセンターの職員

就職情報誌

就職活動以前から知っていた

新卒紹介サービス

学内企業説明会

合同企業説明会

就職情報サイト

受験した中小企業を知ったキッカケ
（％）
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５．５．５．５．中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由中小企業を受けた理由、、、、受けなかった理由受けなかった理由受けなかった理由受けなかった理由    

 中小企業を受けた理由を見ると、応募の入口に繋がるキーワードは、「仕事」「雰囲気」などだが、

前年調査と比較すると「早い時期に選考が始まる」が 15.4％から 28.4％へと約 2倍に急増している

のが目立つ。一方、受けていない理由は、これまで「知名度が低い」がトップだったのが、「給与・

待遇」「安定性」「福利厚生」などへの不安が上位となった。ともに今年らしい特徴が表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中小企業を受けた印象■中小企業を受けた印象■中小企業を受けた印象■中小企業を受けた印象 

○中小企業の内定を滑り止めとしてもらう学生が多い印象だったため、もっと厳しく選考した方がよかったので

はないかと感じた。一人一人会社に合うか、内定を辞退しないか見定める必要がある。     ＜文系女子＞ 

○募集が大々的でない分、見つけたときには締切間近だったりすることがあったので、もう少し中小企業のこと

を見つけやすい仕組みがあればいいと思った。                       ＜文系男子＞ 

○大企業の選考は機械的で時間が短く、何を見ているのか分からないところが多かったが、中小企業はよく聞い

て見て下さっている印象だった。                             ＜文系女子＞ 

○合同企業説明会で先輩社員のお話をより聞きたいと思いました。               ＜理系男子＞ 

14.1 （15.7）

16.2 （12.0）

18.9 （17.6）

22.6 （21.4）

24.9 （28.2）

28.2 （33.1）

28.4 （15.4）

32.7 （30.0）

37.5 （31.7）

42.9 （38.5）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

経営者が魅力的

仕事の裁量が大きい

転居を伴う転勤がない

内定を取りやすい

出身地・地元に本社がある

企業として独自の強みがある

早い時期に選考が始まる

志望業界の企業だった

会社の雰囲気がよい

やりたい仕事に就ける

中小企業を受けた理由（上位10位）
（％）

＊全14項目の中からあてはまるものすべてを選択※（ ）内は2014年の同調査での10月1日現在の数値

11.0 （9.6）

12.4 （8.7）

14.7 （13.0）

18.1 （16.6）

21.0 （20.9）

22.3 （19.5）

31.8 （35.3）

33.5 （23.6）

39.6 （33.9）

41.0 （33.9）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

海外で働く機会が少ない

優秀な人材が少ない

転職などキャリアアップがしにくい

世間体が気になる

競争力が弱い

情報が少なく企業研究が十分にできない

知名度が低い

福利厚生が不十分

安定性に欠ける

給与・待遇が良くない

中小企業を受けていない理由（上位10位）
（％）

＊全16項目の中からあてはまるものすべてを選択※（ ）内は2014年の同調査での10月1日現在の数値


